
※第26期に向けて引き継ぐべき課題などについてご意見をいただき

たい。

• 雇い止め問題

• 意思の表出の作成について（科学的助言等対応委員会）

• その他
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令和５年７月 1 6 日  
科学的助言等対応委員会 

意思の表出案の作成に見る各分科会等の活動に関する 
次期に向けての課題と方針 

１ 今期の意思の表出案の作成にあたっての問題点の整理 
① 検討課題の設定、意思の表出の構成、質の確保

    一般人向けであるとともにエビデンスベースを外さない 
    問題点の指摘だけでなく、現実的な観点を加味した、実装につながる内容 
    分野横断的な議論による解決策の提案 

意思の表出の種類に応じた質の確保 
分野横断的課題、新分野への対応 

② 検討枠組みの明確化
課題別委員会、分野別委員会分科会、小委員会等の在り方 
（執筆のみの小委員会など） 

分野別委員長の役割（責務とガバナンス） 
分科会等間の情報共有のための仕組み 
（各部長・各分野別委員長を中心として） 
（意思の表出に関連した連携の取組み、時期・スケジュール） 

連絡会議の活用についての検討（連絡会議による意思の表出） 
委員数の適正範囲（機能別、分野別、課題別、若手アカデミー） 
委員構成の多様性（専門性と俯瞰的観点の両立） 

２ 次期への方針：意思の表出の質の向上に向けて 
① 分野別委員会における査読の質の確保

専門的観点からの査読の充実 
査読者の確保 
意思の表出を主目的とする分科会の在り方 

② 部及び科学的助言等対応委員会における査読の充実
俯瞰的観点からの査読 
部と対応委員会の連携 
外部査読の活用 

③ 多重査読感の解消
分野別委員会・部・対応委員会での査読の意義や役割分担等の明確化 
分科会（小委員会）・課題別委員会等との情報共有の仕組みの検討 
意思の表出のプロセスの理解とスケジュール管理の重要性  
事務局専門調査員チェックの活用とその予算確保 
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